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     がん治療における 
     心血管毒性の病態と対策 
     －Onco-Cardiologyの役割－  
       
       向井 幹夫 先生 
           地方独立行政法人 大阪府立病院機構 

           大阪国際がんセンター 
           成人病ドック科 腫瘍循環器外来 主任部長 

 

 がん診療において合併する循環器疾患や出現する心血管毒性において臨床現

場における対応を、具体的な症例提示をしながら以下の項目を中心に概説いた

だきます。 

① 心不全：タイプ１、タイプ２心筋障害；アントラサイクリン、トラスツ
ズマブ心筋症 

② 血管障害：血管新生阻害薬を中心に。 
③ 免疫療法：免疫チェックポイント阻害薬における心血管毒性 
④ がんサバイバーに対する対応 


